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海上保安庁は、海上における事件・事故の緊急通報用
電話番号として、警察の１１０番や消防の１１９番のように
覚えやすい局番なし３桁電話番号「１１８番」の運用を平
成12年５月１日から開始。

[通報事項]
・ 海難や人身事故に遭遇した場合、または目撃した場合
・ 海上において流出油を発見した場合
・ 密漁事犯を認知した場合
・ 不審な船舶を発見した場合
・ 密航・密輸事犯等の情報を得た場合
・ 漂流・漂着木造船を発見した場合 等

緊急通報用１１８番

【導入経緯】
導入前は、マリネット電話や沿岸船舶電話等から「１１０」を
ダイヤルすることにより海上保安庁に繋がっていた

→携帯電話の爆発的普及、マリネット電話の離島利用用承
認等により海保、警察で錯綜、対応の遅れの発生
【緊急通報用電話番号の本格的検討開始】

平成１０年度
郵政省 「電気通信番号に関する研究会」 での審議

平成１２年５月１日
「１１８番」 全国で運用開始



運用実績

回数 割合

船舶海難関係
通報

1,352回 0.31%

人身海難関係
通報

1,272回 0.29%

海難関係以外
の通報

2,402回 0.55%

間違い電話等 429,765回 98.84%

118番通報総計 434,791回

回数 割合

船舶海難関係
通報

28,041回 0.25%

人身海難関係
通報

19,450回 0.17%

海難関係以外
の通報

50,725回 0.46%

間違い電話等 11,046,161回 99.12%

118番通報総計 11,144,377回

昨年１年間（Ｈ３０年）の通報実績 運用開始からＨ３０年末までの運用実績



海上保安庁の対応体制

第一管区

全国を１１ブロックに分け、各管区本部が管轄

１１８番通報は本庁または管区本部が受信、
全国の海上保安部、航空基地等の巡視船艇・
航空機に対し直ちに発動を指示

第三管区

第九管区

第七管区

第十管区

第十一管区

第
八
管
区

第
五
管
区

第
四
管
区

第二管区

第六管区
（瀬戸内海等）

飛行機
ヘリコプター

31機
49機

内
訳

○ 航空機・・・・・・・・・・・・・・・・ 80 機

巡視船艇
（うち大型巡視船 ）
特殊警備救難艇
測量船
灯台見回り船
実習船

376隻
62隻

6隻
3隻

67隻
13隻

内
訳

○ 船艇 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 465 隻

※平成31年４月１日現在

：本庁
：管区本部



緊急通報が繋がる仕組みのイメージ①

携帯電話圏内であれば受信した基地局が
所在する位置に基づき担当の管区の本部
運用司令センターに繋がる

携帯電話の場合

第七管区

第六管区

第八管区

第五管区

舞鶴
八本部

神戸
五本部

広島
六本部

北九州
七本部



緊急通報が繋がる仕組みのイメージ②

衛星船舶電話を使用した場合、いづれの海域においても本庁運用司
令センターへ繋がる

固定電話を使用した場合は、固定電話の登録されている所在地を元
に担当管区本部運用司令センターへ繋がる

衛星船舶電話・固定電話の場合

霞ヶ関
本庁

横浜
三本部



ＧＰＳ情報が取得できた場合の通報位置特定の仕組みのイメージ

誤差：数ｍ～数十ｍ程度

ＧＰＳ衛星

ＧＰＳ位置情報

管区本部へ



ＧＰＳ情報が取得出来なかった場合の通報位置特定の仕組みのイメージ

誤差：数百ｍ程度

※基地局が一箇所しか受信していない場合は数ｋｍ以上の誤差の可能性あり



通報から発動・救助までのイメージ

医療機関等

発動指示

迅速な出動
２４時間体制

船艇・航空基地

本庁又は管区本部

迅速な降下
（リペリング降下）

吊上げ救助

海面漂流者の救助 急患・負傷者の救助

潜水士による転覆船
からの救助作業

救急救命士による迅速・
的確な救急救命処置

医師から指示を受けなが
ら処置を実施

医療機関への搬送

磯場における
釣り人等の救助

情報入手

電話による１１８番通報
無線による通報等

１１８番通報

搬送依頼等

医師からの指示等

１

２

３

４



今年度導入予定 ＮＥＴ１１８番

ＮＥＴ１１８番の概要について ～聴覚・言語機能障害者に対応した緊急通報体制の整備～

背景

平成29年６月３日、愛知県西尾市
一色町沖にて４人乗り（全て聴覚機
能障害者）のプレジャーボートが機関
停止し、漂流していたところ、海水の打
ち込みにより転覆。
日本財団が提供する電話リレーサービ
スを通じて当庁に連絡があり、全員救
助したもの。
通常の緊急通報に比べ、当庁の覚知
までに時間を要した。

◆平成29年、聴覚機能障害者が乗船した
プレジャーボートが海難に遭遇し、適切な
緊急通報を行えなかった事例が発生

◆現在の当庁の緊急通報１１８番は、
聴覚・言語機能障害者による利用が困難

○ 携帯電話のタッチパネルを活用した簡便
な操作により、当庁への通報が可能。

○ 通報時にGPS測位等による位置情報を
自動的に付加することにより巡視船艇・
航空機の迅速な発動指示が可能。

ＮＥＴ118番
（本年11月の運用に向け準備中）

通報操作画面に
アイコンを表示

通報内容選択、入力

位置情報を付加

(GPS)

・ 自らが遭難
・ 遭難者を目撃等

緊急ネット通報

○ 聴覚・言語機能障害者の海域利用 ○ 高齢化が進んでいる漁業者の漁業活動

通報イメージ
緊急時の通報に対応するため



海の「事件・事故」は１１８番

終


